
　■和歌山大学の使命・ミッション 成果

■和歌山大学中期目標・計画 3つの成果と重要な波及効果
　　　■和歌山大学2011～2013行動宣言

　大学院 学部

　■教育学部のミッション

地域と共に取り組む紀伊半島小規模校実習と特別支援教育モデルの展開

〇「生涯学習力」を培った市民・職業人の育成

〇時代社会の状況に適切に対応した教育研究組織の

改善
〇時代と社会が求める深い教養と、他者とともに問題解決

に取り組むことのできる実践力を持つ人間を育てます

〇地域で育てることによって、地域課題をとらえた創造的な教育実践が展開できる実践的指導力を持った教員養成をおこなう

大学院生と共に共同研究を進めること

により、院生の現場学校教育への関与

と理論と実践を還流させる場を提供する

ことができる

4年制の学部教育で学んだ結果を

通して、実践的指導力をどのように

培うかというモデルプログラムの構

築に生かすことができる

和歌山県教育委員会との連携協議会による教育の現状を踏ま
教育委員会

モデル展開のための取組内容・分野（事業） 効果 教員養成・採用・研修の一体化

教育実習の充実・発展 福井大学との教育フォーラム 　 二つのシステムの開発

和歌山県教育委員会・和歌山市教
育委員会との共同教員研修プログ

ラムのモデルカリキュラム開発

地域と歩む附属特別支援学
校をめざし、教育相談を県立
医科大学と連携してシステム
化を図り、障がい児(者）の就
職支援をキャリア教育のシス

テム構築として展開する。

地域で育てる質の高い教員養成を
おこなうために、教育実習の体系化
を図り、和歌山大学の特色あるへき
地地域の複式学級における教育実

習を核として充実発展を図る

教育フォーラム

教員養成

教員研修モデルカリキュラム開

発の成果は、教員の養成と採用

と研修を繋ぐ効果があり、それぞ

れの段階での課題把握・課題解

決に大きな役割を果たす。

和歌山県教育委員会との連携協議会による教育の現状を踏ま

えた学部大学院科目の担当をとおして、教員養成の質の向上

に向けた取組を継続的に展開

成果の確認と成果の発信

のためのフォーラム開催

重点化と特色化

体

験

連

携教育実習の充実 発展 　　福井大学との教育フォ ラム 二つのシステムの開発

　　教育実習改革フォーラム
　　共同研究成果報告フォーラム

　　発信･検証 　　　　　　独立行政法人教員研修センター

地域･学校参画プログラムの開発 地域のニーズをとらえた
小規模校教育実習プログラムの充実 キャリア教育の推進

　　　教育実践研究
　　初任者研修･10年目研修

　　　

 和歌山型モデルカリキュラム開発

附属学校 教員研修プログラム構築

教員研修

24年度・25年度採択事業

学校サ ビスラ ニングプロ
プ

学校ボランティア4週間教育実習応用実習

地域イノベーション実習
①特別支援総合サブケアシステム構築

附属3校コーディネーター

＜附属特別支援学校＞
附属学校の教育支援をするためのコディ

ネータを設置し教育の充実を図る

4週間教育実

習関連の事

前・事後及び

本実習

学生が自主的にプログラ

ムを提案しておこなう応

用実習等により、実践的

指導力を身につける

和歌山市との連携を

図り、学校ボランティ

ア活動の指導を通し

て実践的力量を培う

教育実習の充実を図るため、実習の機会

教員養成

教育学研究科にお

ける教員資質向上

機能の充実

学部における教

員養成の質の保

証＝地域で育て

大学院

学部

験

活

動

携

活

動

附属学校 教員研修プログラム構築
公立学校

近隣地域や、共通課題を研究し
ているグループによる研究交流を
おこない、研究の促進と成果の普

及交流を図る

学習支援指導専門員（客員教授） 地域担当プランナーの配置（客員教授）和歌山県・和歌山市・大阪南部

和歌山大学教育学部企画戦略
部･和歌山県教育委員会･和歌

山市教育委員会

学校サービスラーニングプロ
グラム 地域カフェプログラム

（ＳＬＰ） （ＣＰ）

学校の研究課題を大学教員・院
生・学生との共同研究によって

解決に向けて取り組む

共同研究
和歌山県教育委員会と和歌山大学教育学部

大学学部及び大学院授業において教育委員会から

の派遣客員教員による授業を大学の教員と共に共

同して運営し、実践的指導力を育成する
教員採用

る

実 践 ・ 研 究 活 動


